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１　小 単 元　　仲よし合同宿泊学習に参加しよう

２　目　　標

　集団宿泊学習に向けて入浴の仕方や寝具の整え方，学校紹介の仕方などを学習したり，集団のき

まりを守って，決められた日課に沿って規則正しい生活を送ったりすることを通して，友達と助け

合い，協力し合って，集団の一員として自分の役割を果たすことができるようにする。

３　小単元の評価規準

　○　宿泊学習を楽しみにして，自分のことを自分でしようとしたり，級友や他校の友達と協力して

活動しようとしたりしている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【関心・意欲・態度】

　○　楽しく安全な宿泊学習になるように，どんな出し物をして，どんな準備をしたらよいかなどを

考え，自分なりの方法で表現している。　　　　　　　　　　　　　　　【思考・判断・表現】

　○　事前学習を生かして，入浴，起床，就寝，食事など，自分のことを自分でしたり，友達と協力

したりすることができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【技能】

　○　友達と協力して活動をするよさに気付き，自分でやるべきことを理解している。【知識・理解】

４　小単元について

　⑴　小単元の価値

　これまで，子どもたちは近隣小中学校の特別支援学級との合同宿泊学習を南薩少年自然の家を

利用して毎年経験し，そのよさや楽しさを十分に味わっている。子どもたちは毎年これらの行事

を楽しみにしており，カレンダーを見ながら話をする姿からもそのことが分かる。宿泊学習では

級友や他校の友達と寝食を共にしながら，サイクリングやアスレチックなど様々な活動を行う。

このような活動は，平素の学習では体験できない魅力的な活動ばかりである。そのため，子ども

たちの宿泊学習に対する興味や関心はとても高い。

　一方，今年度は４名が新たに入級し，「宿泊学習とは何だろう。」「どんなことをするだろう。」

「お母さんと離れて大丈夫かな。」と不安を抱いていることも考えられる。

　そこで，本単元において，２日間の活動を通し，自分の力で入浴や就寝，食事など日常の生活

の中で必要な知識や技能を身に付け，子ども一人一人のできることを増やすことで，自信をも

ち，達成感を味わうことができるようにする。また，自分一人の力では困難なことも，友達と助

け合い，協力し合って解決していくことで友達と協力することのよさや集団としての自分の役割

を自覚することできるようにする。そのために，事前学習では，これまでの経験や写真を基に子

どもが思考する時間を確保することで，活動に対する見通しをもち，必要な準備物や気を付ける

ことなどについて気付くことができるようにする。また，シミュレーションの時間を十分に確保

することで，相手に意思を伝えたり相手の意思に応えたりできるようにする。

　そのことにより，日常生活の中で子ども自ら思考し自らの答えを導き出すことができ，自分の

力で生活することの自信へとつながり，友達と協力して活動することのよさや楽しさを味わうこ

とができるものと考える。さらに，これらの学習をきっかけに，学んだことを日常生活において

生かそうとする姿勢が生まれ，自分の生活をより豊かにしていくことができるものと考える。

　⑵　子どもの実態と指導

授業Ⅱ

あさひ子学級１組　４名　指導者　　谷　口　誠　二

あさひ子学級２組　４名　指導者　　三　浦　和　也

生活単元学習学習指導案

　本授業では，以下の検証を行うものである。

○　「見える図」を用いて思考の流れを可視化する板書は，子ども一人一人の考えを整理し，表

現するための手立てとして有効であったか。
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　本単元では，こうした子どもたちの実態をふまえ，宿泊学習の計画や準備を通し，主に自分の

思いや考えを表出する力を身に付けるための学習活動を展開する。具体的には，これまでの宿泊

学習や日常生活で学んだことを活用して身辺整理の仕方を身に付けたり，学校紹介で行う出し物

などの準備をしたりする活動を展開する。宿泊学習中は，自分のことは自分でできるように事前

の学習を想起させ，宿泊学習後は自分でできたことを大いに認め，日常生活で活用することがで

きるように意欲を喚起する。

５　指導計画（総時数26時間）

６　本　時（５／ 26)

　⑴　目標　

　写真で昨年の様子を振り返ったり具体物を見たりしながら必要なものを考え，理由を付けて発

表することができるようにする。
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　⑵　評価規準

　⑶　指導に当たって

　導入では，前時の学習を振り返り，宿泊学習で楽しみにしていることを想起することで子ども

が本時の活動に意欲をもって取り組むことができるようにする。展開では，まず，少人数のグ

ループで話し合う場面を設定することで子ども一人一人が自分の考えを発表できるようにする。

次に，「見える図」を活用し判断の基準や視点を明らかにすることで，教師と一緒に準備する物

について考えることができるようにする。終末では，子どもの実態に応じてチェックシート等を

活用し自己評価や相互評価を行うことで，本時の自分の活動を振り返ることができるようにする。

　⑷　本時の展開        　　        〔　　〕子どもの意識　　　 指導の手立て　　※評価
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